
 

 

 

 

 

 

 

 

CCF Concert Report Vol.249 

第 249 回 

クラシックファンのためのコンサート 
2024 年 1 月 18 日（木）大阪倶楽部 4 階ホール 午後７時開演 

 

NPO法人 クラシックファンのためのコンサート 
〒550-0025 大阪市西区九条南 2 丁目 18 番 16 号 

TEL 080-4824-4001  WEB classicfan.jp  MAIL contact@classicfan.jp 

Non-Profit Organization Concert for Classical music Fans 

＜ご来場者のアンケートより＞ 
 
・ハープ大好きで、今日の演奏をも楽しみにしていました。サティの粋
な音楽からラヴェルや ドビュッシーの幻想的な音楽、迫力のトーマ
ス。 多彩な音楽、圧巻でした。 

 
・ピアノでは聴き慣れた作品のアレンジは工夫されていて新鮮に感じま
した。「二台のハープのための大二重奏曲」もゴージャスで、ゆったり
と楽しめました。年明けから元日のひどい災害があっただけに、素晴
らしい演奏を聴くことができて、幸せをより味わったように思いま
す。 

 
・今日もクラシックファンのためのコンサートならではの演奏が聴けま
した。会場と、キラキラしたハープとお二人のコスチュームがぴった
りでした。アルペジオとグリッサンドはさすがハープでした！ 

 
・会場の雰囲気がヨーロッパのサロンコンサートのようで、とても良か
ったです！ グランドハープにぴったりでした。 

第 249 回は、ファルファーレ(松村多嘉代氏＆松村衣里氏)をお迎えして、ハープデュオリ

サイタルを行いました。ファルファーレとはイタリア語で蝶々を意味しており、2 台のハープを

並べると蝶が羽を広げているように見えることから名付けられたそうです。見た目だけではなく

その響きも美しく優雅で、音域や弾き方により様々な音色が奏でられました。お二人が編曲さ

れた「月の光」などは原曲のピアノとはまた一味違ったハープならではの魅力に溢れた作品と

なっており、3 楽章から成るジョン・トーマスの「大二重奏曲」も何かしらストーリーを感じさせる

大作で、滅多に聴く機会のない 2台によるハープ演奏を堪能した貴重な夕べとなりました。 

ハープデュオ ファルファーレ リサイタル 
松村 多嘉代 ＆ 松村 衣里    

＜プログラム＞ 

サティ       君が欲しい  

ラヴェル      マ・メール・ロワ 

ドビュッシー    月の光 

ジョン・トーマス  2台のハープのための大二重奏曲 

 


